
は じ め に

ユゴイKuhlia marginata (Cuvier, 1829) は,

国内では黒潮の影響を受ける地域に分布し, 国外で

は西太平洋からポリネシアまでの熱帯域に広く分布

するユゴイ科ユゴイ属の魚類である (瀬能, 2002).

筆者は, 魚食性鳥類の餌となる魚類の生息状況の

調査および静岡県が行ったカワウの胃内容物調査に

おいて見られた河川によるアユの比率の違いの要因

を探る目的等で複数河川の調査を行った. これらの

調査の過程で2008～2010年にかけてユゴイ８個体を

採捕した. ユゴイは静岡県レッドデータブックにお

いて要注目種の部会注目種 (N-Ⅲ) に指定されて

おり, 静岡県内では西部地域の都田川, 新川, 天竜

川, 弁財天川, 中部地域の富士川, 伊豆地域の西浦

河内川, 古宇川, 井田大川, 八木沢川, 青野川, 大

浜川, 稲生沢川, 河津川, 大川川, の計14河川で確

認されている (板井, 1982；板井ほか, 2004；荒

尾ほか, 2008；北川, 2008；環境アセスメントセン

ター, 2009).

今回, 未報告の河川からの記録を得たことおよび

採捕場所の河川状況の共通性が認められたので併せ

て報告する.

採捕日・場所・方法

採捕は, 2008年９～11月, 2009年９月, 2010年10

月に行なった. ユゴイを採捕した河川は天竜川, 太

田川, 安倍川, 藁科川の４河川である. 採捕した地

点は, 天竜川では浜松市東区鶴見町, 同浜北区中瀬,

磐田市竜洋中島の３地点, 太田川では周智郡森町市

場の１地点, 安倍川では静岡市葵区田町の１地点,

藁科川では静岡市葵区山崎の１地点, 合計６地点で

ある. なお, 採捕日および場所の詳細は表１に示す.

採捕方法は, 投網 (２分目：６mm) を使用し,

努力量は各地点10投である. なお, 採捕は静岡県内

水面漁業調整規則に従い, 特別採捕許可を得たうえ

で行なった.

結 果

採捕した８個体のデータは表１のとおりである.

採捕したユゴイの写真を図１～４に示す. 同日・同

一の調査地で２個体採捕したのは天竜川の浜松市東

区鶴見町および同市浜北区中瀬の２ヵ所であり､ 他

では１個体であった. サイズは全長20mm台が２個

体, 同30mm台が３個体, 同40mm台が３個体であ

り, いずれも当年魚と思われた. なお､ 浜松市東区

鶴見町の全長27mmおよび29mmの個体の体長はそ

れぞれ23mmおよび24mmであった. 体長15～20m
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mの稚魚は, ５～９月に砕波帯やタイドプールに普

通に見られ (木下, 1988), 河川には全長25mmく

らいで遡上する (瀬能, 2001). 上記鶴見町採捕の

体長・全長共に20mm台の個体が, すでに河口から

6.5kmの中流域にまで遡上していることになる.

採捕地の河口からの距離は, 安倍川・藁科川では

安倍川河口から5.0km～6.0kmで平均5.5km, 天竜

川では6.5km～19.1kmで平均11.35km, 太田川では

15.4kmであった.

採捕環境については､ 各採捕地に共通する特色が

見られた. 天竜川の鶴見町を除く５例は, 平瀬が段

差を受けて早瀬になり, 早瀬直下流の淵岸際の緩流

部 (水深約１～1.5m) であった. 鶴見町の例は,

本流に接した新幹線橋脚周囲に形成された淵の緩流

部 (水深約１～1.5m) であった. この橋脚の周囲

の深みは, 前日の中瀬における採捕場所の印象から

このようなところにも生息しているかもしれないと

思いつつ調べたところ, 採捕されたものである. 全

採捕地に共通するのは ｢本流に接した淵岸際の緩流

部 (水深約１～1.5m)｣ と言える. なお､ 各河川と

も河口部でも調査を行っているが､ 本種の採捕はな

かった.

北 川 捷 康
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表１ ユゴイの採捕データ

注) 場所の後の ( ) は河口からの距離を示す. 藁科川は安倍川河口からの距離を示す. 距離は, 天竜川は ｢天
竜川管内図｣, 太田川は ｢太田川全体計画｣, 安倍川・藁科川は ｢空から見た安倍川｣ によった｡

図１ 藁科川で採捕したユゴイ (全長：38mm)
2008年９月11日

図２ 安倍川で採捕したユゴイ (全長：45mm)
2008年10月22日

図３ 天竜川鶴見町で採捕したユゴイ 全長27
mm個体 (上), 同29mm個体 (下),
2008年11月06日

図４ 太田川で採捕したユゴイ (全長：47mm)
2010年10月29日



考 察

静岡県内の既知の採捕記録は, 2003年以前では

｢県内の川では河口近くで見つかる｣ (板井ほか,

2004) など, 県内内陸部採捕の報告例はなかった.

その後も2004年の１例 (北川, 2008) を除いてすべ

て河口付近であったが, 本調査ではすべて内陸部の

中流域で記録された. 本種はもともと汽水域に依存

する種ではなく, 渓流部の淵の中層や表層を活発に

遊泳 (瀬能, 2001) する習性から, 今回の内陸部の

採捕は異例なことではないと考えられる. 既知の記

録が河口付近に多かったことについては, 回遊魚な

ので下流の方が個体数が多く, 確認の機会が多かっ

たからと考えられる.

今回のすべての採捕地に共通した環境が本流に接

した淵岸際の緩流部 (水深約１～1.5m) であった

ことから, 静岡県内において中流域で調査する場合,

そのような環境に留意するべきである｡

今回３河川１支流で８個体を採捕した. 各河川の

調査開始は天竜川が2000年, 安倍川が2006年, 太田

川が2008年で, 各河川とも2010年まで毎年ほぼ同様

のポイント, 同様の期間, 同様の方法で調査を実施

してきた｡ にもかかわらず､ 採捕は天竜川では2008

～2009年, 安倍川・藁科川では2009年, 太田川では

2010年と, 2008～2010年に集中している｡ 地球規模

の温暖化が言われている状況から, 南方系のユゴイ

の採捕は, 今後増えるのではないかと考えられる｡
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